
木曽町地域公共交通協議会

○住民アンケート調査
住民全体の意見を把握するため、今年度、住民に対するアンケート調

査を実施するものである。調査対象は、バス利用者に限定しない住民全

体とし、600票の配布、300票の回収を予定している。

○時刻表掲示システムおよびバス附帯施設改良事業
①バス停アタッチメントの制作
昨年度に引き続き、約100基のアタッチメントを制作する。昨年度設置し

たアタッチメントのその後の経過状況等を勘案し、改善ポイントなどがあ
れば洗い出し、改良を図る。
②バス停アタッチメントの設置
制作したアタッチメントの交換作業を行う。昨年度は、交換作業のため

の移動時間を要する遠方の地区より、順次交換作業を進めたが、今年度
については、国道沿いなど、交通量が多く交換作業に手間取る箇所の優
先順位を上げるなど、全体の作業効率を検討したうえで、設置計画を立
てるものとする。
③バス車両掲示器具の制作
現在、バスの行き先表示を掲示しているマグネットシートが老朽化して

いるため、これに代わる掲示器具として、アルミフレームの行き先表示板
を新たに作成する。作成枚数は使用車両50～60台分とする。
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概 要

平成２０年５月３０日設置
平成２０年５月３０日連携計画策定

●設置箇所や設置時期によりまちまちなバス停施設

●時刻表が複数貼り付いているため
見づらそうにバス時刻のメモをとるお年寄り

●時刻表パネルの集約化イメージ
●時刻表掲示用アタッチメントのイメージ
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○時刻表作成
運行内容改善検討を受けて行うダイヤ改正等を反映し、平成22年度の

時刻表の制作、印刷を行う。時刻表は、バス停パネル貼付用の時刻表を
約300枚のほか、病院、駅等の大判の時刻表についても制作を行う。


